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平成２６年度 第２回花見川区公民館運営審議会 議事録 

 

１ 日 時  平成２７年３月１２日（木） 午後１時３０分～午後３時００分 

 

２ 場 所  幕張公民館 講習室 

 

３ 出席者 出 席・・１４名（定足数８名＞7名＝１４/名） 

竹内昌夫委員、宇野勝男委員、鶴岡義昭委員、小嶋昭委員、吉田とし子委員、 

大矢建三委員、東野陽子委員、服部恭子委員、林 徳子委員、門脇昌子委員、 

野村佳代子委員、橋本香代委員 永島伸浩委員、小嶋昭則委員 

      欠 席・・ １名 橋本好恵委員 

     （事務局） 

      鈴木館長、永野副館長(幕張)、中村館長（花園）、平川館長（犢橋）、 

品川館長(検見川)、小原館長（花見川）、中島館長（さつきが丘）、 

久米館長（こてはし台）、松戸館長（長作）、三野宮館長（朝日ヶ丘）、 

内山館長（幕張本郷）若梅主査補、渡部嘱託主事（幕張） 

 

４ 審議会 

（１） 議事録署名人の選出 

（２） 議事 

① 承認事項 

議案第１号 平成２７年度 事業計画について 

・平成２７年度 公民館主催事業計画 

・平成２７年度 花見川区事業計画 

② 報告事項 

平成２６年度 事業報告について 

・平成２６年度 公民館主催事業報告 

・平成２６年度 花見川区事業報告 

③ その他 

 

５ 審議会の概要 

（１）  開会のことば（進行：永野副館長）、委員長あいさつ（竹内委員長）の後、議事録署名

人の選出を行い、２名の委員が議事録署名人に指名された。 

・議事録署名人：小嶋 昭委員、吉田とし子委員 ・傍聴人：０人 

（２）  承認事項（議案第 1号 平成２７年度の事業計画について）と報告事項を一括して提案

説明をした。 

（３） その他 

事務局から 11 月に芝山文化センター行われた千葉県公民館研究大会に、千葉市から大

矢委員をはじめ公民館職員 4 人が参加したという報告があった。大矢委員からは、千葉

市で参加したのは職員を除いて一人だけで、この研究大会の意義を問うた。 

鈴木館長から２点報告。一つ目は幕張公民館が 10 月から 11 月にかけて空調設備の改

修工事があり、約２か月間休館となる。2 つ目は、昨年度の 3 月に運営審議会で、生涯学

習振興課から指定管理者制度の導入についての検討状況の説明があったが、方針が決定し

ていない中での説明であった。公民館のあり方については現在検討中であり、昨年度に配
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布した資料、説明については撤回したいと報告があった。    

 

６ 会議経過 

 

鈴 木 

幕張公民館長 

 

 

竹 内 委員長 

 

 

 

 

永 野 

幕張公民館副館長 

 

 

 

 

中 村  

花園公民館長 

 

 

 

 

 

平 川 

犢橋公民館長 

 

 

 

 

品 川 

検見川公民館長 

 

 

 

 

 

小 原  

花見川公民館長 

 

 

 

 

・１５名中１４名の出席、千葉市公民館管理規則第１２条第１項の規

定により成立。千葉市情報公開条例等に基づき公開となっており、議

事録作成のため、録音します。 

 

・審議前に議事録署名人に、４番の小嶋昭委員と５番の吉田委員を指

名。 

・審議に入ります。各公民館の平成２７年度の事業計画並びに平成２

６年度事業報告を合わせてお願いします。 

 

・幕張公民館では、２７年度１６講座の実施。講座の精査、単発では

満足しきれない講座は、回数を増やしてレベルアップを図る。２７年

度は、１０月から１１月は空調改修工事のため、全館を閉館する。主

催事業は工事の前後に調整する。２６年の事業報告のなかで、木工工

作教室の受講者がサークルを組織し活動を始めた。 

 

・花園公民館は、２７年度は、継続 13、継続共催１、新規１０の全

２４事業を予定。「花園チャレンジ大学」では、受講生自らが、企画、

運営する講座も計画している。２６年度の活動では、「親子ふれあい

教室」の参加者がサークル活動を始めた。少年事業の応募数にばらつ

きがあり広報の仕方に工夫が必要。成人教育の尺八講座はクラブ結成

に。２６年度は２７事業を実施。 

 

・老朽化に伴い、来年度末に閉館。２８年度から建て替えし３０年度

に完成。２７年度は１７事業。「クリスマスケーキづくり」「クリスマ

スツリーの飾りをつくろう」「楽しい水墨画」「中華料理づくり」を新

規事業で計画。２６年度は１６の事業を実施した応募者数を上回った

のは８事業、特にパソコン講座が人気だった。 

 

・検見川公民館では利用者に対し、「笑顔であいさつ」、帰る時は「ご

苦労様」ではなく、「お疲れ様」という声掛けを職員が心掛けている。 

２７年度は１６事業を計画。家庭教育学級は検見川小学校 PTAの協力

がある。サークル活動の募集を兼ねて、紹介と体験の場を計画。２６

年度は１８事業を実施。こども書道教室はサークルの登録団体の方が

講師でとても充実した。クリスマス音楽会は今年で３回目。 

 

・花見川公民館は２７年度に１３の事業、２４回の講座を予定。２６

年度は１３事業。成人教育の「ワード・エクセル、アクセスの困った

Q＆AⅡ」はこれから開催するの講座なので評価の欄を空欄に訂正。高

齢者教育の「認知症の現状と予防」とラテンコンサートは大好評で大

幅な定員増となった。 
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中 島 

さつきが丘公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

久 米 

こてはし台公民館長 

 

 

 

 

松 戸 

長作公民館長 

 

 

 

 

三野宮  

朝日ヶ丘公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 山 

幕張本郷公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹 内 委員長 

・２７年度は、好評だった成人向けの「楽しい落語」を子供向けにも

企画した。成人教育では毎年恒例の「健康づくり教室」、さらに、「認

知症サポート養成講座」も継続。「音楽コンサート」「そば打ち」を新

しく取り入れたい。新規３、継続１５の１８事業を予定。２６年度の

事業の家庭教育は親子体験型で実施。少年教育の「夢の竹とんぼづく

り」の材料は竹ではなく安全なもので作った。成人教育の「太巻き寿

司づくり教室は講座終了後好評でサークル化した。防災講座は起震車

での体験で、当日ケーブルテレビが取材にきて様子を放映。新規４、

継続１３の合計１７講座を実施。 

 

・２７年度は１８事業５２回の講座を実施予定。長く継続している講

座、２年目の講座、新しい講座に分けて説明。「自分史づくり」は人

気があり１回から２回へ拡充する。新規事業として「花づくり」「相

続と遺言」を企画。２６年度の事業で定員が決まっている「エクセル

講座」「太巻き寿司講座」「みそ造り講座」の募集は抽選で実施。 

 

・２７年度事業計画は２０事業。家庭教育分野では３回、小学校の文

化部と連携。少年教育は夏休みを中心に企画。女性教育はサークル活

動と連携し企画。合計２０事業を予定。２６年度事業の家庭教育学級

は PTAの役員の協力を得ながら実施した。スクエアダンスは人数は少

なかったが３回実施。長作寄席は NPOと生徒の協力によるもの。 

 

・２７年度の事業は継続１７、新規５の２２事業を計画。現代的課題

から「食を通した健康づくり」の推進として、家庭教育では健康レシ

ピ、少年教育では、健康レシピの基礎、女性教育では減塩レシピの３

分類で実施。２６年度試みた映画と図書室の連携については、さらに

充実を図る。２６年度は２１事業のうち１月末現在で１６事業を終

了。課題はパソコン講座に応募が多く、受講希望者に応えられるよう

にしたい。少年教育では、図書館から本を集め図書室と映画のタイア

ップした計画を実施。大人の参加も多かった。防災講座ではダンボー

ルトイレをつくった。 

 

・訂正、パソコン初心者講習「電源の入れ方からワードまで」の回数

を１回から４回に、合計回数を２３回から２６回に。 

２７年度の事業は、絵手紙づくり、初めての茶道、スマートフォン

教室など新しく加えた。サークルの PR も意識しながら企画した講座

もある。地域の絆づくりとして、コンサートも取り入れた。２６年度

の事業は２０事業、２８講座を実施。１回当たりの平均参加者数 20.8

人、応募者数も 1講座当たり 29人、定員を上回る講座は 67％。 

評価・所感もおおむね好評。若い世代が多く子育てに関する講座に参

加者が多い。また、小学生も多いので少年教育の講座に参加が多い。

映画については課題が残った。主催事業には入っていないが、高齢者

に公民館の呼びかけで合唱サークルが立ち上がった。 

 

・次に花見川区事業についてお願いします。 



 

4 

鈴 木 

幕張公民館長 

 

 

 

 

 

 

竹 内 委員長 

 

鶴 岡  委員 

 

 

松 戸  

長作公民館長長 

 

服 部  委員 

 

 

竹 内 委員長 

 

 

中 村  

花園公民館長 

 

竹 内 委員長 

 

中 村  

花園公民館長 

 

吉 田 委員 

 

 

久 米  

こてはし台公民館長 

 

 

門 脇 委員 

 

久 米  

こてはし台公民館長 

 

 

竹 内 委員長 

 

・平成 27 年度事業計画について この事業は、家庭教育に分類され

るもので、千葉市教育委員会から委嘱された「子育てサポーター」が

子育てに関する相談を受けるもの。臨床心理士の専門的なアドバイス

も受けられるなど子育ての仲間づくりの事業。「子育てママのおしゃ

べりタイム」として、幕張公民館の和室で年間 23回実施を計画。 

26 年度の事業報告として、子育ての悩み相談や子どもたちの出会い

の場として評価されている。現在２３回の内２２回実施。 

 

・承認事項の 27年度の事業計画から質問意見をお願いします。 

 

・長作公民館へ。高齢者教育の「認知症予防講座」とは具体的にどん

なことをするのか。 

 

・運動や食べ物など日頃の生活の中で予防できることを取り上げる予

定。 

 

・朝日ヶ丘公民館は、少年教育で「私色のコサージュづくり」のよう

に中学生も対象としている講座があるので評価したいと思います。 

 

・花園公民館へ、防犯講座に「薬物の危険性を学ぶ」とあるがどんな

ことをするのか。 

 

・薬物に関するライセンスを持っている民間の講師に依頼し、小学校

や中学校でも扱っている薬物の危険性を住民にも知らせたい。 

 

・他の公民館から要望があれば、その講師には依頼できるのですね。 

 

・依頼できます。 

 

 

・こてはし台公民館の子どもチャレンジ隊の「将棋」と「碁」がある

がこれは 10回で小学生が覚えられるものなのですか。 

 

・講師は本館で活動している方です。夏休み冬休みを除く毎月行う。

囲碁将棋を同じ日に行っている。将棋は本将棋だけでなく、昔の遊び

も入れている。「碁」は難しいので、参加者が少なく人数に差がある。 

 

・「夜の子ども教室」は時間帯が気になるが。また、曜日は。 

 

・事業の内容は星座観察です。保護者同伴で参加。空の良く見える時

期を選んでいる。5時半から 9時まで行う。天候を優先するので、曜

日は決まっていない。8時半ごろには終わり、片づけて 9時終了。 

 

・さつきが丘公民館の「やさしいそば打ち教室」はサークル化を考え

ていると言ったが、同じメンバーで 2回の開催するのか。 
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中 島  

さつきが丘公民館長 

 

竹 内 委員長 

 

 

竹 内 委員長 

 

 

内 山  

幕張本郷公民館長 

 

鶴 岡 委員 

 

 

 

東 野 副委員長 

 

 

松 戸  

長作公民館長 

 

東 野 副委員長 

 

松 戸  

長作公民館長 

 

竹 内 委員長 

 

 

 

竹 内 委員長 

 

 

三野宮  

朝日ヶ丘公民館長 

 

 

竹 内 委員長 

 

 

 

 

 

 

・確定ではないが、同じメンバーを考えている。 

 

 

・そば打ちは 1回目は説明を聞くことが多くなるが、2回目は自分か

らもできるようになるので２回コースの方が良い。 

 

・幕張本郷公民館のシニア向けスマートフォンの講座はどういうきっ

かけで行うことになったか。 

 

・美浜区で実施して、好評であったこと。高齢者との雑談の中で使い

勝手がわからないという話から企画することになった。 

 

・こてはし台公民館の囲碁将棋の講座で、犢橋公民館でも講座があっ

た。私も教えていた時があり、日本棋院に初心者用の良い本があり、

それを教材にした。参考にしてほしい。 

 

・長作公民館の「家庭教育学級」は PTAと協議して実施とあるが、ど

んなことを行うのか。 

 

・PTA役員にアンケートを実施し、PTAの意見を参考に実施していく。 

 

 

・いままでどんなことを行ったか。 

 

・昨年度は、アロマテラピーやヨガ、だしの取り方などを行った。 

 

 

・他に、ご意見や質問がなければ 27 年度事業計画は、委員の拍手を

もって承認します。 

・次に、平成 26年度事業報告について、質問あればお願いします。 

 

・朝日ヶ丘公民館の映画会と図書室の連携の企画が素晴らしい。参加

された人の評判は、どうでしたか。 

 

・映画会と図書室のコラボは１本で、「ムーミン谷の慧星」の映画を

見てそのまま図書室でムーミンの関連本を借りていくなどの動きが

見られた。また、映画ポスターを見て、本に興味を持たれた方もいた。 

 

・そのほかなければ、27 年度の第 1 回運審で最終的な事業報告があ

ると思いますが、ご質問、ご意見がなければこれで終わりたいと思い

ますので、ご了承ください。 

承認事項と報告事項が終わりましたので、（３）その他にうつります。 

事務局の方で何かありますか。 
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永 野 

幕張副館長 

 

 

大 矢 委員 

 

 

 

鈴 木 

 幕張公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

服 部 委員 

 

鈴 木 

 幕張公民館長 

 

竹 内 委員長 

 

 

・１１月に芝山の文化センターで、県公連の千葉県公民館研究大会が

開催され、千葉市から大矢委員をはじめ公民館職員４人が参加した。

その報告をしてもらいます。 

 

・千葉市で参加したのは私一人だった。意見交換する場としては有意

義な場所と思うが、参加者の意識や研究大会のあり方を整理した方が

良いと思う。 

 

・報告として２点。平成２８年から２９年に犢橋公民館の改築を予定

している。休館中は、犢橋公民館で定期的に活動している団体は、周

辺の公民館でも定期団体として活動してもらえるように考えている。

各館の協力をお願いする。また、幕張公民館が１０月・１１月の２か

月間で、空調改修工事を行うことから全館を一斉閉館する。閉館の期

間に、幕張公民館の使用団体が、周辺の公民館に使用申請を提出した

際はよろしくお願いします。 

 もう一つは、公民館のあり方について、昨年３月の運営審議会で検

討状況について生涯学習振興課が説明をした。「公民館のあり方」は

現在検討中の内容であり、まだ、方針決定されたわけではない。方針

が確定次第、再度説明をする。 

 

・幕張公民館では、１０月・１１月の工事の間も主催事業が入ってい

るが、いいのか。 

 

・前後に開催時期を変更していきます。 

 

 

・２か月間も工事をするので、内装も変わり、もっときれいになるの

かと思ったら空調だけで見栄えは変わらないそうです。指定管理者制

度については、現状は白紙ということですが、他に質問、意見等がな

ければ、以上で審議を終わります。ご協力ありがとうございました。 

 

   

 

 

 

               問い合わせ先  千葉市教育委員会 生涯学習部 幕張公民館 

                       電 話  ０４３－２７３－７５２２ 


